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島
原
市
教
育
文
化
振
興
事
業
団
の

職
員
募
集

①
事
務
員
（
館
（
場
）
長
職
）

▼
採
用
予
定
人
数　
若
干
名

▼
受
験
資
格　
昭
和
29
年
４
月
２
日
か

　
ら
昭
和
35
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
人
で
、
高
校
卒
業
程
度
の
学
力

　
を
有
す
る
人

②
事
務
員
（
※
障
が
い
者
枠
あ
り
）

▼
採
用
予
定
人
数　
若
干
名

▼
受
験
資
格　
昭
和
49
年
４
月
２
日
か

　
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
人
で
、
高
校
卒
業
程
度
の
学
力

　
を
有
す
る
人

▼
障
が
い
者
枠　
対
象
と
な
る
人
は
右

　
の
受
験
資
格
を
有
す
る
と
共
に
、
身

　
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
自

　
力
で
通
勤
、
介
護
者
な
し
で
職
務
が

　
遂
行
で
き
、
小
論
文
に
よ
る
筆
記
試

　
験
お
よ
び
口
頭
に
よ
る
面
接
試
験
に

　
対
応
で
き
る
人

③
技
術
員
（
学
校
給
食
調
理
員
）

▼
採
用
予
定
人
数　
若
干
名

▼
受
験
資
格　
昭
和
39
年
４
月
２
日
か

　
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
人
で
、
高
校
卒
業
程
度
の
学
力

　
を
有
す
る
人

採
用
予
定
日

　
①
～
③
と
も
に
平
成
27
年
４
月
１
日

試
験
日
程

○
第
一
次
（
２
月
１
日
㈰
、
有
明
総
合

　
文
化
会
館
）
…
小
論
文
試
験

○
第
二
次
（
一
次
試
験
合
格
者
の
み
実

　
施
）
…
個
別
面
接
試
験
、
健
康
診
断

　
書
提
出

受
付
期
間

　
１
月
５
日
㈪
～
１
月
21
日
㈬

※
郵
送
の
場
合
、
１
月
21
日
㈬
ま
で
の

　
消
印
有
効

申
込
方
法

　
事
業
団
事
務
局
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
６
カ
月

以
内
に
撮
影
し
た
顔
写
真
を
貼
っ
た
履

歴
書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://skbj.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

※
障
が
い
者
枠
申
込
者
は
、
身
体
障
害

　
者
手
帳
の
写
し
も
併
せ
て
提
出
が
必

　
要

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
（
一
財
）
島
原
市
教
育
文
化
振
興
事

業
団
事
務
局
（
〒
８
５
９
‐
１
４
１
５

島
原
市
有
明
町
大
三
東
戊
１
４
３
８
‐

１
、
☎
�
５
１
３
３
）

長
崎
県
島
原
病
院
の
職
員
募
集

①
看
護
師

▼
採
用
予
定
人
数　
３
人
程
度

▼
受
験
資
格　
昭
和
54
年
４
月
２
日
以

　
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
看
護
師
免
許

　
を
有
す
る
人
（
平
成
27
年
春
ま
で
に

　
免
許
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

※
専
門
看
護
師
、
認
定
看
護
師
は
年
齢

　
不
問

②
薬
剤
師

▼
採
用
予
定
人
数　
２
人
程
度

▼
受
験
資
格　
昭
和
44
年
４
月
２
日
以

　
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
薬
剤
師
免
許

　
を
有
す
る
人
（
平
成
27
年
春
ま
で
に

　
免
許
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

③
理
学
療
法
士

▼
採
用
予
定
人
数　
１
人
程
度

▼
受
験
資
格　
昭
和
58
年
４
月
２
日
以

　
降
に
生
ま
れ
た
人
で
理
学
療
法
士
免

　
許
を
有
す
る
人
（
平
成
27
年
春
ま
で

　
に
免
許
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

採
用
予
定
日

　
①
～
③
と
も
に
平
成
27
年
４
月
１
日

以
降

試
験
日
程

　
１
月
31
日
㈯
…
作
文
、
適
性
検
査
、

面
接

受
付
期
限

　
１
月
27
日
㈫　
17
時
30
分
ま
で

申
込
方
法

　
島
原
病
院
な
ど
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
島
原
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w

.shim
abarabyo

　

in.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

　
こ
と
が
で
き
ま
す

※
既
に
免
許
を
有
す
る
人
は
、
記
載
の

　
締
切
日
、
試
験
日
に
関
わ
ら
ず
、
随

　
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
長
崎
県
島
原
病
院
総
務
係
（
〒
８
５

５-

０
８
６
１　
島
原
市
下
川
尻
町
７

８
９
５
番
地
、
☎
�
１
１
４
５
）

募　
集
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自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

▼
資　
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て

　
い
ま
す

▼
試
験
日　
受
付
の
と
き
に
お
知
ら
せ

　
し
ま
す

防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
（
後
期
））

▼
募
集
人
数　

○
人
文
・
社
会
科
学
専
攻
…
約
10
人

○
理
工
学
専
攻
…
約
30
人

※
い
ず
れ
も
女
子
は
若
干
名

▼
資　
格　
高
校
を
卒
業
し
（
見
込
含

　
む
）、
21
歳
未
満
の
人
（
自
衛
官
で

　
あ
る
人
は
23
歳
未
満
）

▼
受
付
期
間　
１
月
21
日
㈬
～
１
月
30

　
日
㈮

▼
試
験
日　

○
一
次
…
２
月
28
日
㈯

○
二
次
…
３
月
13
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
島
原
地
域
事
務
所
（
☎
�
３

７
５
９
）

燃
や
せ
る
ご
み
の
市
内
全
地
区
収
集

　
１
月
13
日
㈫
は
市
内
す
べ
て
の
地
区

の
燃
や
せ
る
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。

　
ご
み
を
出
す
際
は
、
８
時
ま
で
に
指

定
の
場
所
へ
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ク
リ
ー
ン

　
資
源
班
（
☎
内
線
１
９
３
）

償
却
資
産(

固
定
資
産
税)

の
申
告

　
１
月
１
日
現
在
、
法
人
や
個
人
で
事

業
の
た
め
に
所
有
し
て
い
る
構
築
物
・

機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど
は
、
法
律
に

よ
り
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
、
償
却
資

産
と
し
て
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。

　
所
有
者
の
申
告
に
基
づ
き
価
格
を
決

定
し
、固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
一
例

○
農
業
・
漁
業
…
農
業
用
機
械
・
器
具
、

　
ハ
ウ
ス
、
選
別
機
、
漁
船
な
ど

○
飲
食
店
…
厨
房
設
備
、
冷
蔵
庫
な
ど

○
理･
美
容
業
…
理
・
美
容
椅
子
、
洗

　
面
設
備
な
ど

○
太
陽
光
発
電
設
備
…
事
業
の
用
に
供

　
さ
れ
て
い
る
も
の

▼
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
も
の

○
耐
用
年
数
が
１
年
未
満
の
資
産
ま
た

　
は
取
得
価
格
が
10
万
円
未
満
の
資
産

　
で
、
法
人
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り

　
一
時
損
金
算
入
さ
れ
た
も
の
（
少
額

　
償
却
資
産
）

○
取
得
価
格
が
20
万
円
未
満
の
資
産
で
、

　
法
人
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
３
年

　
以
内
に
一
括
し
て
均
等
償
却
す
る
も

　
の
（
一
括
償
却
資
産
）

○
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
対

　
象
と
な
る
も
の

▼
申
告
期
限　
２
月
２
日
㈪
ま
で

▼
申
告
方
法　
税
務
課
固
定
資
産
税
班
、

　
有
明
支
所
に
備
え
付
け
の
申
告
書
に

　
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い

▼
申
告
・
問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
固

　
定
資
産
税
班(

☎
内
線
１
７
３)

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　
島
原
市
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を
平

成
26
年
12
月
31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業

所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施

策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
す
。

　
１
月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所

に
お
伺
い
し
、
調
査
票
を
配
布
し
ま
す

の
で
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が

厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
行
政
班
（
☎

　
内
線
１
５
３
）

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
ご
協
力
を

　
島
原
市
で
は
、
農
林
業
の
国
勢
調
査

と
い
わ
れ
る
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン

サ
ス
を
２
月
１
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政

策
に
役
立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
る
極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。

　
１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
農
林
業
を

営
ん
で
い
る
家
庭
に
お
伺
い
し
、
調
査

票
を
配
布
し
ま
す
の
で
調
査
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
は
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が

厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
行
政
班
（
☎

　
内
線
１
５
３
）

１
１
０
番
は
緊
急
電
話
で
す

　
１
１
０
番
は
事
件
・
事
故
な
ど
の
緊

急
電
話
で
す
。
運
転
免
許
証
や
落
し
物

な
ど
は
最
寄
り
の
警
察
署
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
相
談
に
関
す

る
こ
と
は
「
＃
９
１
１
０
」
を
ダ
イ
ヤ

ル
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
島
原
警
察
署
（
☎

　
�
０
１
１
０
）

国
民
年
金
保
険
料
の
「
２
年
前
納

（
口
座
振
替
）」
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
４
月
末
の
口
座
振
替
分
か

ら
、
割
引
額
の
よ
り
大
き
な
２
年
前
納

制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
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国
民
年
金
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ
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▼
２
年
前
納
（
口
座
振
替
）
の
メ
リ
ッ
ト

①
２
年
間
で
約
１
万
４
０
０
０
円
程
度

　
の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す

②
２
年
前
納
分
の
全
額
が
納
付
し
た
年

　
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

　
ま
す

③
口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す

※
２
年
前
納
は
口
座
振
替
の
み
利
用
可

　
能
で
申
込
期
限
は
毎
年
２
月
末
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先　
諌
早
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
５
７
�
１
６
６
６
）

諌
早
年
金
事
務
所
職
員
に
よ
る
年

金
出
張
相
談
（
１
月
～
３
月
）

▼
と　
き　
1
月
21
日
㈬
・
28
日
㈬
、

　
２
月
18
日
㈬
、
３
月
18
日
㈬
・
25
日

　
㈬　
10
時
～
15
時

▼
と
こ
ろ　
市
民
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
ロ

　
ビ
ー

▼
募
集
人
数　
20
人

※
1
月
28
日
・
3
月
25
日
は
10
人

▼
申
込
方
法　
相
談
開
設
日
の
10
日
前

　
ま
で
に
年
金
相
談
受
付
票
に
よ
る
予

　
約
（
電
話
予
約
可
）
を
し
て
く
だ
さ
い

※
予
約
は
相
談
日
の
2
カ
月
前
か
ら
可

　
能

年
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
諫
早
年
金
事
務
所
（
☎
０
９
５
７
�

１
６
６
３
）
ま
た
は
市
民
窓
口
サ
ー
ビ

ス
課
国
民
年
金
班
（
☎
内
線
２
３
２
）

お
ゆ
ず
り
し
ま
す

　
卓
球
台
（
２
台
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

　
電
動
ミ
シ
ン

▼
問
い
合
わ
せ
先　
市
民
安
全
課
市
民

　
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
内
線
１
８
４
）

不
要
品
の
交
換

雲仙岳災害記念館
島
ふるさと

原で起きた噴火災害を再認識

がまだすドーム
特別入場割引券（5割引）

有効期限　２月１日（日）まで
※本券を切り取って持参し、インフォメーション
　へ提示のうえ購入してください
※本券１枚で１団体までの利用となります
※他の割引との併用はできません
※清算後の払い戻しはできません

✂

✂

２月１日（日）まで島原半島在住・出身者限定

　昨今、広島での土石流災害や御嶽山の噴火、阿蘇中岳
の噴火など自然災害が多く発生しています。
　ここ島原でも、24年前、「雲仙・普賢岳噴火災害」に
より多数の犠牲者が出るなど大変な被害がありました。
　故郷で起きた自然災害を決して風化せることなく、次
の世代へ伝えるのが私たち大人の役目です。
　当時の状況を再認識してもらうため、雲仙岳災害記念
館では、「入館料半額キャンペーン」を実施しています。

半額
キャンペーン

▶入館料

▶対象となる人
　①島原半島在住者
　②島原半島出身者
　③上記①、②の人と一緒に入場する
　　親戚・友人・知人

半額キャンペーン

通常料金 特別料金
大　人 1000 円 500 円
中高生   700 円 350 円
小学生   500 円 250 円

お誘いあわせの上、
ご一緒に！

平成 26年分
消費税課税事業者の皆さんへ

　平成 26 年４月１日から、消費税率が５％から８％に引き上げら
れました（経過措置により旧税率が適用される場合があります）。
　この引き上げに伴い、消費税の確定申告書を作成する際には、課
税売り上げや課税仕入れなどについて、適用税目ごとに区分して計
算する必要があります。
　詳しくは、島原税務署（☎ 62-3281）へ問い合わせるか、国税
庁ホームページ（http://wwwnta.go.jp）をご覧ください。

島原税務署からのお知らせ
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食材と調理法でカロリーダウン

鶏肉の野菜ロール巻

材料（６人分） 作り方
・鶏胸肉……………480g
・塩…………………少々
・こしょう…………少々
・にんじん…………１本
・さやいんげん……12 本
・プロセスチーズ…６本
【梅だれ】
・梅干し……………３個
・砂糖………………大さじ１
・酢…………………大さじ２
・濃しょうゆ………大さじ１
・ごま油……………大さじ１

①にんじんは拍子切りにし、さやいんげんと下ゆで
　する。プロセスチーズは縦に切っておく
②鶏胸肉は観音開きにして厚さを均等にした後、め
　ん棒などでたたき薄くする
③まな板にラップを敷き、鶏胸肉を載せて塩・こ
　しょうで下味をつける。にんじん、いんげん、
　プロセスチーズを載せラップを巻きすのように
　使って巻いていく。ラップの端はねじって抑える
④お湯を沸かした深い鍋に③を入れ、弱火で 10 分
　ほどゆでる。火を止め、そのまま 10 分ほど待つ
⑤梅干しは種を取り、包丁でたたいて細かくし、　
　その他の調味料と合わせてたれを作る
⑥鶏胸肉を食べやすい大きさに切り、たれをかける

nformationInformationI

＊エネルギー 174kcal　＊塩分 1.6g
＊たんぱく質 20.9g　＊脂質 2.3g　1 人分栄養価

　「島原観光ボランティアガイド」では、島
原を訪れる観光客に島原の魅力を伝えるガイ
ド活動を行い、皆さんに喜ばれています。
　島原城や武家屋敷などの歴史資源、湧水群
など島原の魅力を、観光客と触れ合いながら、
旅の思い出作りのお手伝い
をしてみませんか。
　興味のある人を随時募
集していますので、気軽
に連絡してください。

島原観光ボランティアガイド募集
島原での思い出づくりをお手伝い

【問い合わせ先】
・島原観光ボランティアガイド（☎ 63-3899）
・しまばら観光おもてなし課 （☎ 62-8019）

　島原城天守閣復元 50 周年を機に、島原藩の歴
史を振り返ると共に、島原で踊られている舞踊の
ルーツを知り、島原城築城 400 周年に向け、島原の
歴史と地域文化に対する認識を深めるため、次の
講座を開催します。
　多数のご参加をお待ちしています。

▶と　き　２月 10 日（火）19 時～ 21 時
▶ところ　森岳公民館（大ホール）
▶内　容
　①講話「松平氏の治政とそれ以前の苛政」
　・講師　宮﨑金助 先生（島原文化連盟委員長）
　②講話「七万石踊りのルーツについて」および
　　舞踊披露
　・講師　石橋輝夫 先生
　　　　　（一般社団法人   長崎民謡舞踊連盟理事長）
▶参加費　無料
▶対象者　島原市民、市内舞踊団体会員
▶申込方法　当日、会場で受け付けます
▶問い合わせ先　社会教育課（☎ 68-5473）

島原城天守閣復元50周年記念事業

「島原の歴史と舞踊講座」

　太ったから食べない
ではなく、食事のリズ
ム・量・質で「正月太り」
を解消しましょう。
○リズム…1 日 3 食の
　リズムに戻し、だら
　だら食べをしない
○量…腹八分で食べす
　ぎない
○質…野菜を中心に、
　揚げ物や味の濃いも
　のを控える

正月太り解消ポイント
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新刊図書紹介 １月の催し

　１月の市民相談は、次の日程で市民相談センター（☎内線
184）で無料相談を行います。なお、行政相談のみ有明福祉
センターでも受け付けます。
◆行政相談
　〈市民相談センター〉
　　１月　６日（火）   13 時～ 15 時　   古瀬行政相談委員
　　１月 20 日（火）　13 時～ 15 時　　大隅行政相談委員
   〈有明福祉センター〉　
　　１月　７日（水）　13 時～ 15 時　　宇土行政相談委員
◆人権相談（人権擁護委員）
　　１月　７日（水）　13 時～ 16 時
◆弁護士法律相談（弁護士）【要予約　月初めから予約受付】
　　１月 15 日（木）　13 時～ 16 時

　　１月 19 日（月）　13 時～ 17 時
◆相続・遺言・任意後見・各種契約など
　公証人法律相談（島原公証役場　公証人）
　　１月 28 日（水）　13 時～ 16 時
◆交通事故巡回相談（県交通事故相談員）
　　１月 22 日（木）　10 時～ 16 時

島原図書館（☎ 64 － 4115）　開館時間…９時～ 20 時（昨年４月から開館時間延長中）
　１月の休館日…１日（木）～３日（土）・５日（月）・13 日（火）・19 日（月）・26 日（月）・
　　　　　　　　31 日（土）～２月９日（月）は特別整理のため休館
有明図書館 ( ☎ 68 － 5808）　開館時間…９時～ 18 時
　１月の休館日…１日（木）～３日（土）・６日（火）・13 日（火）・20 日（火）・
　　　　　　　　22 日（木）～ 31 日（土）は特別整理のため休館

島原図書館
■ おはなしのじかん＆新春かるたとり大会
　　　  　　　　　　　　　　    10 日（土）11 時～
■ おはなしのじかん　　　　　   17 日（土）11 時～
■ おはなしひろば　　　　　　  24 日（土）11 時～
■ 郷土史を学ぼう会　　　　　  24 日（土）14 時～
　 「オイルランプの歴史」　　　  講師：生駒輝彦 先生
 　「深溝世紀」　巻３　　　　　  講師：松尾卓次 先生

有明図書館
■ 新春の運だめし（くじ引きにチャレンジ）
　　　　　　　　　　 　　　  　  ４日（日）14 時～
■ ちいさなおはなしかい（絵本の読み語り・折り紙あそび）
　　　　　　　　　　　　 　　  10 日（土）14 時 30 分～

「しょっぱい夕陽」
　神田 茜  著　　講談社
　酸いも甘いも知っている。でも自分の
ことは、おぼつかない－。人生、まだま
だ折り返せてない！ 48 歳年女・年男た
ちの５つの奮闘を描いた作品集。

「探偵少女アリサの事件簿」
　東川 篤哉  著　　幻冬舎
　勤め先のスーパーをクビになり、地元
で何でも屋を始めた良太。すこぶる平凡
な良太が、なんと殺人鬼の濡れ衣を着せ
られた。そんな折、自らを探偵と信じる
10 歳の美少女・有紗が現れ…。

市民相談センターのご案内

図 書 館
通 信

■「ニルヤの島」
　　柴田 勝家　著　　　早川書房

■「暗黒萬話集」
　　島田 雅彦　著　　　文藝春秋

■「誤断」
　　堂場 瞬一　著　　　中央公論新社

■「夜の木の下で」
　　湯本 香樹実　著　　新潮社

気軽に相談して

ください

 ・市県民税（第４期）
 ・国民健康保険税（第７期）
 ・後期高齢者医療保険料（第７期）
 ・介護保険料（第５期）
  の納期限は ２月２日 （月）までです

　納付には、便利な口座振替（自動振込）をお
勧めします。申し込みは、各金融機関、郵便局（ゆ
うちょ銀行）、島原雲仙農協、長崎信漁連などで
受け付けます。
　また、税は主なコンビニエンスストアでも納
付することができますのでご利用ください。
＜問い合わせ先＞
●市県民税…税務課市民税班（☎内線172）
●国民健康保険税…税務課市民税班（☎内線176）
●後期高齢者医療保険料、介護保険料…保険健康課
　後期高齢・介護班（☎内線233）

納期限のお知らせ

　旧島原雲仙農業協同組合（JA）跡地を図書館駐
車場として利用できます。
　そのほか、大手第一駐車場、島原振興局駐車場

（土曜・日曜・祝日のみ）も利用できます。

島原図書館の駐車場について


